
「クリレンジャーから
� 甘～い贈り物」
� 栗山商工会青年部が特産のメロンを寄贈
� （関連記事 P16）

●今月の主な内容
P  2  山下第二小学校災害復旧工事を着工
P  3   災害発生時における高齢者・障がい者の 

避難に関する2協定を締結
P  4   【お詫び】高額医療・高額介護合算の算定誤りによる 

過大支給等について
P  5  町議会議員一般選挙投票日等が決定
P  6  子ども医療費助成制度の対象を拡大します！
P  8  8月29日は山元町総合防災訓練に参加しましょう
P  9  平成27年度「敬老会」開催のお知らせ
P14  まちの話題
P18  特定健診等および結核・肺がん検診・胃がん検診のお知らせ
P21  くらしの情報
P28  新山下駅周辺市街地「まち」の名称募集
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～「チーム山元」　心をひとつに�～
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「（
仮
称
）地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
」建
設
事
業
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

　

町
で
は
、
新
山
下
駅
周
辺
地

区
お
よ
び
新
坂
元
駅
周
辺
地
区

に
、
防
災
拠
点
機
能
を
備
え
た

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
る

施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
当

施
設
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
広
く
ご
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
伺
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

山
下
地
区

・
日
時　
9
月
3
日
㈭
19
時
～

・
場
所　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
2
階
会
議
室

坂
元
地
区

・
日
時　
9
月
5
日
㈯
18
時
～

・
場
所　
坂
元
公
民
館

　
　
　
　
大
会
議
室

問
建
築
営
繕
室

☎
29
―
4
9
7
8

　

7
月
17
日
㈮
、
山
下
第
二
小

学
校
校
舎
等
災
害
復
旧
工
事
の

安
全
祈
願
祭
が
新
山
下
駅
周
辺

地
区
新
市
街
地
の
敷
地
内

（
J
R
新
山
下
駅
西
側
1
万

6
4
6
6
平
方
㍍
）で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
に
は
、
学
校
関
係
者

を
は
じ
め
、
町
・
教
育
委
員
会

関
係
者
、
町
議
会
議
員
、
施
工

業
者
な
ど
約
40
人
が
参
列
。
関

係
者
一
同
で
、
工
事
期
間
中
の

安
全
と
早
期
の
完
成
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

齋
藤
町
長
は
、
よ
う
や
く
着

工
に
こ
ぎ
着
け
た
喜
び
を
語
る

と
と
も
に
、「
隣
接
す

る
子
育
て
拠
点
施
設
や

近
隣
公
園
と
あ
わ
せ
、

こ
れ
か
ら
の
町
を
け
ん

引
す
る
新
市
街
地
の

〝
顔
〟に
な
る
も
の
と
確

信
し
て
い
る
」と
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

　

建
設
さ
れ
る
校
舎
は
、
木
の

ぬ
く
も
り
と
優
し
さ
あ
ふ
れ
る

木
造
一
部
鉄
骨
耐
火
構
造
2
階

建
て
、
延
床
面
積
約
3
7
5
2

平
方
㍍
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気

あ
ふ
れ
る
姿
や
学
校
生
活
を
、

地
域
の
方
々
に
も
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
、市
街
地

の
メ
イ
ン
道
路
側
に
校
舎
を
配

置
す
る
ほ
か
、
校
舎
1
階
中
央

部
に
中
庭
や
地
域
の
方
々
も
利

活
用
で
き
る
音
楽
ホ
ー
ル
等
特

別
教
室
を
設
け
る
な
ど
、
地
域

の
拠
点
施
設
と
し
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
復
旧
工
事
の
工
期

は
来
年
7
月
31
日
ま
で
で
、
同

年
8
月
の
2
学
期
か
ら
の
授
業

開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
地
域
の
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
学
務
課

☎
37
―
5
1
1
5

心
を
ひ
と
つ
に

復
興

〜
チ
ー
ム
山
元

心
を
ひ
と
つ
に
〜
チ
ー
ム
山
元 　

復
興
へ
の
あ
ゆ
み
〜

新
山
下
駅
周
辺
地
区
新
市
街
地
に
新
た
な
顔

山
下
第
二
小
学
校
災
害
復
旧
工
事
を
着
工

▲山下第二小学校完成イメージ

▲校舎内イメージ

▲学校位置図

子育て
拠点施設

（仮称）新山下駅

近隣公園

山下第二
小学校

至
役
場
↓

工事期間中の安全を願って、
穿
うがちそめ

始の儀を行う齋藤町長
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「災害発生時における福祉避難所の設置運営に関する協定」に
基づき、ケアマネージャーから二次避難が必要と判断された要
配慮者を下記の福祉施設が受入れを実施

「災害発生時における要配慮者支援に関す
る協定」に基づき、下記の居宅介護支援事業
者のケアマネージャーが指定避難所に出向
き、要配慮者の二次避難要否の判断や受入
調整等を実施
■支援対象者
○要介護認定者および要介護相当の要配慮者
○指定避難所で特別な配慮が必要となった方
■町内指定居宅介護支援事業者連絡協議会

加盟支援事業者
①にこにこケアサービス②ランディング③や
まもとケアプランサービス④みやま荘⑤すみ
れ居宅介護支援事業所➅ささえ愛山元

①アルカディアウェル②みやま荘③ケア
ハウスアポロン④デイサービスセンター
知楽荘⑤ミニホーム愛広館⑥デイサー
ビスセンター御園⑦すみれデイサービス
⑧デイハウス・にこにこ⑨デイサービスえ
ん⑩さくらデイサービス

【災害発生時の要配慮者に対する支援体制】
指定避難所 要配慮者

■高齢者（高齢者福祉関係施設）

福祉避難所

■障がい者
　 （障がい者福祉
 関係施設）

①静和園
②共同作業所 福祉避難所は、必要に応じ

て開設される二次的避難
所ですので、直接の避難は
ご遠慮ください。

　

7
月
13
日
㈪
、
町
は
、
町
内

医
療
法
人
な
ど
計
10
法
人
と

「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉

避
難
所
の
設
置
運
営
に
関
す
る

協
定
」を
、ま
た
、町
内
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
連
絡
協
議

会（
6
事
業
者
が
加
盟
）と「
災

害
発
生
時
に
お
け
る
要
配
慮
者

支
援
に
関
す
る
協
定
」を
そ
れ

ぞ
れ
締
結
し
ま
し
た
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

一
部
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
や
保
健
セ
ン
タ
ー
を
応
急

的
に
福
祉
避
難
所
と
し
て
開
設

し
、
指
定
避
難
所
で
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
高
齢
者

や
障
が
い
者（
以
下
、
要
配
慮

者
）を
受
入
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
な
か
に
は
不
自
由
な
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々

も
い
た
と
い
う
当
時
の
反
省
を

踏
ま
え
、
要
配
慮
者
が
安
全
で

安
心
な
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
必
要
に
応
じ
介
護
施
設
等

福
祉
避
難
所
へ
の
二
次
避
難
支

援
を
行
い
、
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
実
施
で
き

る
体
制
と
す
る
た
め
に
、
今
回

の
協
定
締
結
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

2
つ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、

災
害
発
生
時
に
は
、「
要
配
慮

者
支
援
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
た
支
援

事
業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
指
定
避
難
所

に
出
向
き
、
要
配
慮
者

の
二
次
避
難
要
否
の
判

断
や
受
入
調
整
等
を
行

い
、「
福
祉
避
難
所
の

設
置
運
営
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
た
町
内

10
法
人
の
12
施
設
で
、

二
次
避
難
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
要
配
慮
者
の

受
入
れ
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
協
定
締
結
後
、齋
藤
町
長
は
、

「
今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、

災
害
が
起
こ
っ
て
も
要
配
慮
者

が
必
要
と
す
る
介
護
支
援
が
切

れ
目
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
、
町
と
し
て
も
大
変

心
強
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
設
置

運
営
に
関
す
る
協
定
締
結
10
法

人
を
代
表
し
、
社
会
福
祉
法
人

静
和
会
の
北
島
宏
一
会
長
は

「
我
々
の
持
て
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、

知
識
・
経
験
を
生
か
し
て
、
地

域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
皆

さ
ん
を
受
入
れ
、
最
大
限
救
済

支
援
し
て
い
き
た
い
」、「
要
配

慮
者
支
援
に
関
す
る
協
定
」締

結
に
つ
い
て
は
、
町
内
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
連
絡
協
議

会
の
高
橋
朝
弥
会
長
が「
万
が

一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
救
済
を
必
要
と
す
る
方
々

の
た
め
に
、出
来
る
だ
け
早
く
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
」と
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
有
事
の
際

に
も〝
安
全
で
安
心
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
〟構
築
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

災
害
発
生
時
に
お
け
る
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
避
難
に
関
す
る
2
協
定
を
締
結

災害発生時における高齢者や障がい者の円滑な
避難に向け、関係機関が連携強化を確認
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正
副
区
長
、

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
復
旧
工
事

現
場
を
視
察

　
7
月
15
日
㈬
の
正
副
区
長
会

議
終
了
後
、
正
副
区
長
の
皆
さ

ん
に
、
自
ら
の
目
で
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
の
復
旧
状
況
を
感
じ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
復
旧

工
事
現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
34
人
の
参
加
者
は
、

Ｊ
Ｒ
工
事
担
当
者
の
案
内
に
よ

り
、（
仮
称
）新
山
下
駅
付
近

の
高
架
橋
上
や
戸
花
山
ト
ン
ネ

ル
内
、
新
坂
元
駅
前
付
近
の
各

現
場
を
約
1
時
間
に
わ
た
り
見

学
。
担
当
者
に
よ
る
工
事
概
要

の
説
明
に
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
各
現

場
で
は「
駅
ホ
ー
ム
の
長
さ

は
？
」「
震
災
前
同
様
に
町
内

駅
始
発
列
車
へ
の
対
応
は
？
」

な
ど
の
活
発
な
質
問
が
相
次
ぐ

な
ど
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
る
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
な
が

ら
、
皆
さ
ん
と
の〝
対
話
〟と〝

連
携
〟〝
情
報
の
共
有
〟に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問
総
務
課

☎
37
―
1
1
1
1

町の早期復興に向け、 
マンパワー確保に全国を奔走中！

　齋藤町長は、7月22日（水）から24日（金）にか
けて、愛媛県の上

かみ

島
じま

町、四
し

国
こく

中
ちゅう

央
おう

市、今
いま

治
ばり

市、八
や

幡
わた

浜
はま

市、砥
と

部
べ

町を、また、同月28日（火）・29日（水）
には兵庫県の多

た

可
か

町、宍
し そ う

粟市、佐
さ

用
よう

町、上
かみ

郡
ごおり

町、
新
しん

温
おん

泉
せん

町、香
か

美
み

町をそれぞれ表敬訪問しました。
　これは、来年度のマンパワー確保のため、町長自
らが現在派遣いただいている自治体の首長に派遣
の継続を直接要請する町独自の活動です。
　町長は、各自治体の首長や幹部職員に対し、こ
れまでの支援への御礼と町の復興状況を報告する
とともに、新市街地の整備など復興事業が正念場
を迎える現在、引き続き「原動力となる派遣職員
の必要性」を強く訴えながら、継続的な派遣協力
を要請しました。
　町では、1日も
早い復興を実現さ
せるため、引き続
き国や県などと連
携しながら、積極
的に全国の各自治
体に協力を呼びか
け、マンパワー確
保に取り組んでい
きます。

■問 総務課 ☎37-1111

早
期
復
興
へ
の
願
い
を

込
め
、寄
附
金
を
贈
呈

　

6
月
30
日
㈫
、
㈱
櫻
井
防
災

の
櫻
井
勝
雄
代
表
取
締
役
が
齋

藤
町
長
を
訪
れ
、
同
社
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
高
瀬
区
）で
、

こ
の
1
年
間
に
処
理
し
た
廃
消

火
器
回
収
解
体
処
理
収
益
金
の

一
部
を
寄
附
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、地
元
企
業
と
し
て
、

ま
た
故
郷
で
も
あ
る
山
元
町
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
同
社
櫻
井

代
表
取
締
役
の
思
い
に
よ
り
、

昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
取
組
み

で
、
櫻
井
代
表
取
締
役
は「
今

回
は
、
昨
年
を
上
回
る
金
額
を

寄
附
す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
い
。
来
年
は
今
年
を
さ
ら
に

上
回
り
、
少
し
で
も
町
の
復
興

に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
本

町
に
寄
せ
る
思
い
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
、
同
社
の
希
望
に
よ
り
、
町

の
復
興
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
企
画
財
政
課 
財
政
班

☎
37
―
1
1
1
8

【お詫び】高額医療・高額介護合算の算
定誤りによる過大支給等について

　このたび、後期高齢者医療および介護保
険制度の支給事務の算定誤りによる一部
過大支給と未支給が判明しました。これ
により、被保険者の皆様には、多大なるご
迷惑をおかけしましたこと、深くお詫び申
し上げます。
　今後は、再発防止に向け、複数の職員に
よるチェック体制の強化・徹底を図るとと
もに、事務マニュアル等を作成し正確な事
務処理に取り組み、1日も早い信頼回復に
努めてまいります。
　皆様のご理解とご協力をお願い申し上
げます。
■問 保健福祉課 保険給付班　☎37-1113

建設が進む高架橋上で、
工事の進捗などの説明に耳を傾ける皆さん

上島町の上村俊之町長（中央）に
職員派遣への協力を要請

齋藤町長に目録を手渡す
櫻井代表取締役（写真左）
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1
市
3
町
の
首
長
ら

が
、常
磐
線
復
旧
状
況

を
視
察

　

福
島
県
相
馬
市
、
新
地
町
、

宮
城
県
亘
理
、
山
元
両
町
の
1

市
3
町
で
組
織
す
る
常
磐
線
北

部
整
備
促
進
期
成
同
盟
会（
会

長
・
齋
藤
山
元
町
長
）の
総
会

が
、
7
月
21
日
㈫
に
町
内
で
開

か
れ
、
各
市
町
の
首
長
や
議
長

ら
が
内
陸
移
設
す
る
町
内
の
常

磐
線
新
ル
ー
ト
の
工
事
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
常
磐
線
北
部
の

休
止
に
つ
い
て「
1
市
3
町
が

緊
密
に
連
携
し
、
一
日
も
早
い

運
転
再
開
の
実
現
を
目
指
す
」

と
の
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
常
磐
復

興
工
事
区
の
石
川
区
長
を
招

町議会議員一般選挙　　
　　　　投票日等が決定

　7月21日（火）、町選挙管理委員
会が開かれ、11月12日任期満了に
伴う山元町議会議員一般選挙の投
票日等が次のとおり決定されまし
た。

■告示日　10月20日（火）
■投票日　10月25日（日）
※ 投開票の詳細については、広報や

まもと10月号でお知らせします。

問 選挙管理委員会
　 事務局
　（総務課内）
☎37-1111

き
、
常
磐
線
復
旧
工
事
の
進
捗

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、（
仮
称
）新
山
下
駅
付
近

の
高
架
上
や
戸
花
山
ト
ン
ネ
ル

の
工
事
現
場
を
視
察
し
、
工
事

の
進
捗
や
構
造
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
現
時
点

に
お
け
る
工
事
進
捗
も
踏
ま

え
、
最
終
的
な
運
転
再
開
時
期

が〝
い
つ
に
な
る
か
〟に
つ
い

て
見
極
め
て
い
る
段
階
と
の
こ

と
で
す
が
、
本
同
盟
会
と
し
て

は
、
総
会
で
採
択
し
た
特
別
決

議
を
受
け
、
1
日
も
早
い
運
転

再
開
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
関
係
機
関
等
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

問
常
磐
線
北
部
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
事
務
局（
企
画
財
政
課

内
）

☎
37
―
1
1
1
8

10
月
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）が
通
知
さ

れ
ま
す

　

10
月
以
降
、
住
民
票
の
住
所

あ
て
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た「
通
知
カ
ー
ド
」が
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

（
外
国
籍
で
も
住
民
票
の
あ
る

方
は
対
象
と
な
り
ま
す
）

　
住
民
票
と
異
な
る
場
所
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
通
知
カ
ー
ド

の
到
着
が
遅
れ
た
り
、
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
民
生
活
課
ま

た
は
坂
元
支
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
…

　
国
民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
12

桁
の
個
人
番
号
の
こ
と
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度（
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
）は
、複
数
の

機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報

を
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
と
い

う
こ
と
の
確
認
を
行
う
た
め
の

基
盤
で
あ
り
、
社
会
保
障
・
税

制
度
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高

め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
で

す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
広
報
9
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
民
生
活
課 

窓
口
班

☎
37
―
1
1
1
2

坂
元
支
所

☎
38
―
0
3
0
1

本
人
確
認
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

平
成
20
年
5
月
1
日
か
ら
、

戸
籍
法
お
よ
び
住
民
基
本
台
帳

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
第
三

者
に
よ
る
本
人
な
り
す
ま
し

（
虚
偽
の
請
求
や
届
出
）を
未
然

に
防
止
し
、
個
人
情
報
の
一
層

の
保
護
を
図
る
た
め
、
住
民
票

お
よ
び
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
請

求
や
届
出
等
の
際
に
、
窓
口
に

お
い
て
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
窓
口
に
来

ら
れ
る
際
に
は
、
必
ず
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
等
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
町
民
生
活
課　
窓
口
班

☎
37
―
1
1
1
2

坂
元
支
所

☎
38
―
0
3
0
1

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
着

工
の
木
造
一
戸
建
て
住
宅
で
、

「
一
般
耐
震
診
断
」を
希
望
す
る

方
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

・
自
己
負
担
額　
8
3
0
0
円

　

 （
延
べ
床
面
積
2
0
0
平
方

㍍
未
満
の
場
合
）

※ 

自
己
負
担
額
は
居
宅
建
築
物

の
延
べ
床
面
積
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

・
募
集
戸
数　
2
戸

・ 

受
付
期
間　
8
月
10
日
㈪
～

9
月
30
日
㈬

問
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1

戸花山トンネルの工事現場を視察
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子ども医療費助成制度の対象を拡大します！

助成を受けるには？
　子ども医療費助成を受けるためには、子ども医療費助成受給者証（以下「受給者証」）の交付を受ける必要
があります。受給者証の交付を受けた後は、医療機関で受診する際、保険証と一緒に受給者証を提示して
ください。
　なお、受給者証を提示しないで受診した場合や県外の医療機関を受診した場合には、いったん自己負担
していただき、後日、保健福祉課に助成申請書をご提出いただく必要があります。

受給者証の交付を受けるためには？
　受給資格の登録申請手続きが必要となります。対象者には、8月上旬に保健福祉課から関係書類の送付
を予定しています。また、申請は次ページに記載の日程で受付を行いますが、受付期間中、都合がつかな
い方は保健福祉課窓口にて随時受付を行います。
※8月中に関係書類が届かない方についてはご連絡ください。
※�8月25日まで関係書類を提出いただいた方については、提出された内容に不備等がなければ、9月下旬
に受給者証を発送予定です。

　これまで実施してきた入院・通院にかかる医療費の一部負担への
助成制度「乳幼児および児童医療費助成」について、平成27年10月
診療分から制度を拡充し、「子ども医療費助成」として実施します。
さらなる子育て支援の充実を図るため、通院分の助成対象年齢を中
学校修了まで拡大します。併せて、これまでの所得制限の限度額を
児童手当の所得の基準まで緩和します。

拡大する具体的な内容は？
■対象年齢の拡大

■所得制限限度額の緩和
【現在】

扶養人数 所得限度
0人 340万1,000円
1人 378万1,000円
2人 416万1,000円
3人 454万1,000円
4人 492万1,000円
5人 530万1,000円

【平成27年10月1日～】
扶養人数 所得限度
0人 622万円
1人 660万円
2人 698万円
3人 736万円
4人 774万円
5人 812万円

【現在】

○通院　�小学校就学前まで（6歳に達す
る日の属する年度末まで）

○入院　�中学校修了まで（15歳に達する
日の属する年度末まで）

【平成27年10月1日～】

○通院　�中学校修了まで（15歳に達する
日の属する年度末まで）

○入院　�中学校修了まで（変更無）（15歳
に達する日の属する年度末まで）
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母
と
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

で
幸
せ
な
ひ
と
と
き
を

　
7
月
2
日
㈭
、チ
ャ
イ
ル
ド・

ボ
デ
ィ
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
蛯
原

英
里
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
M
a
m
a
＆
B
a
b
y
の

H
a
p
p
y
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
講
座
が
保
健
セ
ン

タ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
の
子
育
て
支
援
事
業
の
一

環
で
昨
年
度
か
ら
通
算
3
回
目

と
な
る
今
回
は
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
講
座
と
産
後
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
講
座
を
実
施
し
、
両
講
座

合
わ
せ
て
19
組
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
で

は
、
歌
に
合
わ
せ
て
お
母
さ
ん

が
リ
ズ
ム
よ
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
す

る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
は
ニ
コ
ニ
コ

笑
顔
に
な
り
、
講
座
が
終
わ
る

こ
ろ
に
は
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
し

ま
う
赤
ち
ゃ
ん
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
後
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
座
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ

こ
し
な
が
ら
で
き
る
体
操
や
、

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
学
ぶ
な
ど
、

お
母
さ
ん
た
ち
は
額
に
汗
を
光

ら
せ
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
よ
う
で
す
。

問
保
健
福
祉
課

　
子
育
て
支
援
班

☎
37
―
1
1
1
3

（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
の

受
給
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
8
月
31
日
㈪
ま

で
に
現
況
届
を
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
8
月
11
日
㈫
か
ら
9
月
10

日
㈭
ま
で
に
所
得
状
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
期
間
中

の
平
日
の
み
受
付
可
）

　

こ
れ
は
、
受
給
資
格
を
確
認

す
る
た
め
に
、
毎
年
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
と
、手
当
を
受
給

で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
す
る
方
に
は
事

前
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

　
父
親
ま
た
は
母
親
の
い
な
い

家
庭
、
実
質
的
に
父
親
や
母
親

が
不
在
の
状
況
に
あ
る
な
ど
で

父
や
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
18
歳
到
達
後
の
年
度
末

ま
で
の
児
童（
政
令
の
定
め
る

程
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20

歳
未
満
の
方
）を
監
護
す
る
ひ

と
り
親
ま
た
は
養
育
す
る
者
に

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
父
子
家

庭
も
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
た

だ
し
、
所
得
制
限
等
に
よ
る
支

給
停
止
あ
り
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

問
保
健
福
祉
課

　
子
育
て
支
援
班
・
福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3

問�保健福祉課�子育て支援班　☎37-1113

■申請受付日程
期　　間 時　　間 場　　所

8月17日（月） 9時～ 17時15分 坂元公民館�第2会議室（2階）

8月18日（火）
～ 8月21日（金）

9時～ 17時15分
※8月19日・20日は、20時まで受付を行います。 役場第1仮庁舎第1会議室（1階）

■必要書類
○子ども医療費受給資格登録申請書（保健福祉課より対象の方に郵送）
○お子さんの健康保険証
　※�山元町国民健康保険、全国健康保険協会以外の保険証の場合には、申請書の「附加給付に関する証明」
を事業主などから記入していただく必要があります。

○印鑑（認印可）
○平成27年度所得証明書（平成27年1月1日に町外に居住していた方のみ）
　※合計所得金額、扶養人数、控除額が記載されているもの。
○口座がわかるもの（通帳、キャッシュカード等）

わが子のほほえみに、
自然と顔がほころぶお母さん

エクササイズを通じて
心と体をリフレッシュ！
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第1部
避難訓練　9時00分ごろ～ 10時00分ごろ
●災害の規模
　宮城県沖を震源とするマグニチュード9.0の
地震が発生。本町では、震度6強を観測。宮城
県沿岸に大津波警報が発表され、町から避難指
示が出されます。
●避難場所
▶浜通りの行政区　※車による避難訓練
　①山下中学校（主に花釜・笠野）
　②山下第一小学校（主に牛橋）
　③磯崎山・木ノ岡地先（主に磯）
　④坂元字新中永窪地先（主に中浜）
▶丘通りの行政区　※徒歩による避難訓練
　各行政区（自主防災会）指定の避難場所に避難
してください。
※�詳細については別途配付のチラシをご覧くだ
さい。

● 避難する際には、戸締り・交通事故等に十分注
意してください。

第2部
防災研修会 10時00分ごろ～ 11時30分ごろ
　各避難場所において、自主防災組織単位によ
る小・中学生と地域住民が一体となった防災研
修会を開催します。

【防災研修会　参考メニュー】
　☆炊飯袋を使用した炊き出し
　☆新聞紙を利用した紙食器づくり
　☆�毛布たんか体験（身の回りにあるものを活用
した応急的なたんかを作成）

　☆消防署による救命講習
� など、防災研修会が行われる予定です。

皆さんぜひ参加しましょう！

ご注意ください！
※当日は訓練開始（地震発生）等を知らせるため、防災行政無線でサイレンを吹鳴します。
　火災とお間違いのないようにお願いします。

　町では、東日本大震災の災害経験をもとに、今後も起こり得る大規模地震・津波等を想定した総合防災
訓練を実施します。
　今年の訓練は、大規模災害に対する防災体制の確立と町民の防災及び減災意識の高揚を図ることを目的
に、昨年度に引き続き、津波避難文化の確立を目指して、“車による津波避難訓練 ”を実施するとともに、小・
中学生も一緒に地域住民が一体となった各種訓練を実施します。

【今年の総合防災訓練の特徴】
1　町内全小・中学生と地域住民が一体となった避難訓練および防災研修会を実施します。
2　�新たに建設した防災機能（防災倉庫やシャワー室等）を有する坂元小学校体育館を活用した町区・下郷
区共同による避難所運営訓練等を実施します。

3　�浜通りからの車避難による安全性と有効性の検証を行うとともに、消防団および交通指導隊による車
両誘導の実践・訓練を行います。

4　山下小学校東側の国道6号ガード下（アンダーパス）を活用した、徒歩避難者の安全確保訓練を実施します。

  8月29日（土）は

～津波避難文化の確立を目指して～
に参加しましょう山元町総合防災訓練

問�危機管理室　☎29-8002

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース
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　町では、“町になくてはならない ”宮城病院の周辺環境
をより良いものとするため、病院敷地内の草刈りや枝払い
などを実施する「クリーンハイキング」を町内一斉清掃終
了後に開催します。“みんなの病院 ”の環境整備に、皆さ
んのご協力をお願いします。
日時　10月4日（日）　9時～ 11時

※�開催内容の詳細は、本紙9月号でお知らせします。

問 保健福祉課�健康推進班�☎37―1113

宮城病院「クリーンハイキング」
開催のお知らせ

　町では7月、新たに1人を「チー
ム山元」のメンバーに迎え、復興ま
ちづくりに取り組んでいます。
（7月末現在、全国63の自治体等か
ら115人）

復興庁宮城復興局
まちづくり整備課
7月1日～
�平成28年3月31日
 植松　満彦さん

皆さん、よろしくお願いします！

　今年度の敬老会は、次のとおり開
催します。
日　時　9月12日（土）　10時開会
場　所　�中央公民館大ホール
招待者　�77歳・88歳・90歳以上の

方（平成27年4月1日現在
の年齢）

※�招待者には、8月中に案内状を郵
送します。多数のご来場をお待ち
しています

問�保健福祉課�福祉班
☎37-1113

　町長が各行政区にお伺いし、現在進めている復旧・復
興事業の進捗を説明するとともに、地域の課題等につい
て、生の声をお聞きしながら、皆さんと直接意見交換を
行う場として、次のとおり
懇談会を開催します。多く
の方々のご参加をお待ちし
ています。

行政区 日　程 時間帯 場　所

上　平 8月22日（土） 19：00～
　20：30

（上平区）
老人憩の家

合戦原 9月� 6日（日） 19：00～
　20：30 合戦原学堂

中　山 9月26日（土） 19：00～
　20：30 中山区民会館

※8月～ 9月の開催予定分

問�企画財政課 企画班　☎�37-1118

全国からの派遣職員の
� 皆さんを紹介します

町の復興応援隊！

平成27年度「敬老会」 
開催のお知らせ

町民懇談会開催のお知らせ

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース
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問 震災復興整備課　☎37-0598
　 施工業者 フジタ・大豊・橋本店 特定建設工事共同企業体 山下工事事務所　 0120-15-8610

　このたび、新山下駅周辺地区市街地整備工事に伴う国道6号および役場敷地内道路工事により、
役場入口を変更する交通規制を行います（緊急車両・路線バスを除く）。
　通行する皆さんには、ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

規　制　内　容
規制箇所・内容
①役場敷地内道路：一般車両通行不可となります。
　◆工事期間中、終日。
　　※緊急車両・路線バスを除きます。
②国道6号（役場周辺）：役場に入る右折レーン等を走行車線に変更します。
　◆工事期間中の日曜・祝日を除く、平日9時～ 17時。

期間　平成27年9月1日（火）から平成28年3月31日（木）まで 

　　※工事の進捗および気象条件等により、期間を変更する場合があります。

工事に伴う「役場入口」変更のお知らせ

役場等に御用の際は、この迂

回ルートをご利用願います。

※ 緊急車両・路線バスを除く

①役場敷地内道路

一般車両の出入りはできません。

②国道６号

右折レーン等を走行車線

へ変更し、工事を行います。

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース
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上下水道料金は、便利で確実な口座振替をおすすめします！

問 上下水道事業所（水道お客さまセンター）　☎ 37-1120

　口座振替は、定期的に発生する上下水道料金のお支払いを、自動振替で行う方法です。納め忘れが無く、
お支払いのたびに金融機関まで足を運ぶ必要がありませんので、町内では7割以上の方にご利用いただい
ています。
　まだ利用したことがない方や、納入通知書でのお支払いに不便を感じた方は、この機会にぜひご利用く
ださい。

振替について
・ 口座振替日は、お客様の検針月の翌月26

日（土、日、祝日の場合は金融機関の翌営業
日）となりますので、その前日までに口座
の残高をご確認ください。

・ 口座振替不能の場合、再度振替はできませ
んので、振替不能となった月の翌月20日ご
ろに発送する納入通知書でお支払いくださ
い。

口座振替申込みについての注意
・ 申込み手続きは金融機関窓口でお願いします。上

下水道事業所の窓口では受付していません。
・ 口座振替の申込手続きから、その処理が完了するま

でには数週間かかりますので、申込み後初回の上下
水道料金のお支払いについては、納入通知書となる
ことがあります。

・ 口座振替申込書の納付者欄には、検針票に記載され
ている水道使用者名と住所をご記入ください。

■手続きに必要なもの
　①取扱金融機関の通帳
　②通帳に届け出ている印鑑

■取扱金融機関と申込窓口（町外の本支店でも申込みできます）
　七十七銀行・あぶくま信用金庫・仙台銀行・みやぎ亘理農協
　ゆうちょ銀行

上下水道事業所からのお知らせ

口座振替のしくみ

お客様

取扱金融機関

上下水道事業所

①口座振替の
　申込み（随時）

②検針票で使用水量のお知らせ（月の15日～25日ごろ）

③振替（請求月の26日）

やまもとP11水道-二[11].indd   11 2015/07/28   14:11:09
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　亘理山元商工会では、人々が集い、賑わいのある地域商店街づくり
を目的に空き店舗をコミュニティスペースとして活用する「チャレン
ジショップやまもと（仮称）」を近日オープンします。
　この施設は、町内で商業の起業を希望される方の活動拠点とするほ
か、体験活動の発着点や地域住民の集いの場になるなど、さまざまな
機能を併せ持つ地元商店街に人が集まる交流拠点です。多くの皆さ
んのご利用をお待ちしています。
○開設場所 山下地区商店街（郵便局北隣・大福けん跡）
○開設日時 平成27年9月初旬オープン予定
※詳細は別途お知らせします。

4Hクラブいちご狩り交流会～いちごでつなぐ交流の輪

おいしーいちご !　たくさん食べたよー !

山元町商店街にぎわい創出事業「チャレンジショップやまもと（仮称）」がオープンします!

　6月14日（日）、都市と農村の交流を目的とした山元町農村
青少年クラブ（4H クラブ）主催による「いちご狩り交流会」が
開催されました。
　今回の交流会には、県内各地から女性13人が参加。参加者
の皆さんは、いちご団地内にある同クラブ員鈴木康司さん（笠
野区）のハウスでいちご狩りを楽しんだほか、バーベキューや
クイズ大会、摘みたてイチゴをぜいたくに使ったジャム作りを
しながら、お互いに交流を深めました。
　交流会終了後、同クラブの岩佐清和会長（花釜区）は、「参加
していただいた皆さんに楽しんでいただくことができ、開催し
て良かったです」と、笑顔で話していました。

　6月13日（土）、JAみやぎ亘理と同JAのいちご部会主催による、
町内の幼児を招待したいちご狩りが開催されました。
　当日、町内幼稚園・保育所に通う年長児の親子48組が志子田孝
夫さん（新浜区）のハウスに集合し、JA みやぎ亘理岩佐組合長（当
時）のあいさつの後、お待ちかねのいちご狩りを楽しみました。
　子どもたちは、普段から自宅でもよくいちごを食べているよう
ですが、自分で選んで、もいで、食べるのは初めての子が多く「あ
ま～い」と大喜び。
　いちごの実はちょうど子どもたちの目の高さに実っているの
で、大人よりも見つけるのが早く、細い通路もすいすいと歩き回
っていました。
　子どもたちは「たくさん食べたー」と大満足の様子でした。

問 産業振興課 農政班

問 亘理山元商工会 山元事務所　☎37-0543

やまもと産業広場 産業振興課
☎37-1119

七十七銀行
山下支店

丸長魚店

県
道
山
下
停
車
場
線

スズキ薬局
山元
郵便局

開設場所

いちご狩りを終え、記念撮影

おいしいよー

ホッキーくん通信
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収
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　町では、震災後の町内事業所の実態などの企業情報
をデーターベース化するため、調査会社に委託し、昨
年10月から今年3月にかけて実地調査を行ってきま
した。
　具体的には、町内464の事業者を対象にアンケート
調査を実施（回答数305件・有効回答率65・7％）し、
それぞれの事業者が現在抱えている問題や、町に対す
るニーズを把握することができました。

　町では、この結果を踏まえ、震災復興計画・産業振
興基本計画に沿った町内中小企業の振興を図るため、
地域の企業ニーズに応じた産業施策を提案するなどの
取組みを行っていきます。
問 産業振興課 地域振興班　☎37-1119

高
齢
者
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労
に
関
す
る
調
査
の
�

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

中小企業現況調査への
� ご協力ありがとうございました

【町内事業者が行政に期待する支援】
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50（％）

その他

事業所・工場等の提供・斡旋

自社所有地の賃貸・売却の斡旋

ビジネスマッチング支援

利子補助・保証料補給

賃借料・リース料の助成

人材紹介・斡旋（求人支援）

一時金・補助金の支給 38.0

24.7

22.9

14.5

12.1

9.6

9.0

21.1

16.3

税制優遇

来季のより良い栽培に向け、活発な意見交
換が行われました。
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まちの話題
Yamamoto Topics町内で行われたイベントや学校行事、

町の出来事などを紹介します。
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まちの話題
Yamamoto Topics町内で行われたイベントや学校行事、

町の出来事などを紹介します。

あまーい支援に舌つづみ

　7月3日（金）、北海道栗山町の栗山商工会青年部
会員12人が北・南両保育所を訪れ、同町特産の「日
原メロン」計100玉をプレゼントしました。
　同商工会青年部では、これまでも県内各地で同様
の被災地支援を行っており、今回の本町での取組み
は、同町と姉妹都市となっている角田市の橋渡しに
より実現したものです。
　当日、保育所を訪れた青年部会員の皆さんは、同
町ご当地ヒーローのクリレンジャーに扮して登場。
メロンを独り占めする悪者をホッキーくんとともに
倒し、園児たちに無事届けるという寸劇を披露し、
園児たちに「日原メロン」を手渡しました。メロ

ンを手に喜ぶ園児たちの姿に、青年部の八手健治
会長は「わが町自慢の旬の味で、ぜひ元気になって
ほしい」と笑顔で話していました。

夏秋期のイチゴ生産を実現

　農業生産法人ＧＲＡ（岩佐大輝代表）は、年間を通
してイチゴの生産を可能とする大型栽培施設「イチ
ゴワールド」を山寺字桜堤地内に完成させ、6月25
日（木）、関係者を招いたオープンセレモニーを開催
しました。
　本来、初冬から春にかけて生産される “とちおと
め ”や “ もういっこ ”は、夏場の日照や高温に弱い
ため、日照・温度管理が高い障壁となっていました
が、ＧＲＡでは、遮光カーテン装置や水で冷却した
風を送る装置をコンピュータで自動制御するなど、
最先端の情報通信技術を駆使して日照や温度を管理
し、夏場も最適な生育環境に保つ技術の開発に成功。
　これにより、「イチゴワールド」では、11月から6
月中旬までの従来の栽培期間に加え、3月に定植し
7月から11月までの夏秋期にも収穫するという“切
れ目ない生産 ”が可能となり、施設内の約2,000平
方㍍の栽培エリアで年間10～ 15㌧の生産量を見
込んでいます。
　セレモニーに出席した関係者約50人を前に、

岩佐代表は、「イチゴの通年栽培により、目標の
一つであった農業者の安定雇用が期待できます。今
後もこの施設を活用し、さまざまな取り組みを行い、
山元町を世界へと発信していきたい。そして、山元
町を中心に、世界一の先端農業集積基地を創出した
い」とイチゴワールドに賭ける思いを力強く語って
いました。これに対し、齋藤町長は夏秋期いちごの
技術開発を成し遂げたチャレンジ精神をたたえると
ともに、「今後は、日本はもとより、施設の名のごと
く世界にもＰＲしていただき、町の交流人口拡大、
山元ブランド振興・発展の一翼を担っていただきた
い」と同施設への期待を寄せました。

栗山商工会青年部が特産のメロンを寄贈

ＧＲＡがイチゴ通年栽培施設をオープン

◀�園児にメロンを手渡す�
クリレンジャーの皆さん

◀�
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者
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▶�この日、給食のデザー
トにさっそく出され
たメロンにかぶりつ
く園児↗

↘

↗

↘
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大会新記録で優勝！

　6月28日（日）、仙台市陸上競技場で第31回全国
小学生陸上競技大会宮城県最終予選会が開催され、
坂元小4年の佐藤遥斗さん（久保間区）が、亘理郡代
表として「4年生男子80㍍走」に出場しました。
　「周りの選手がとても速そうに見えて緊張した」と
振り返る遥斗さんでしたが、いざスタートしてみる
と周囲をグングン引き離す好走を見せ、なんと！第
29回最終予選会で山下第二小の我妻秀飛さんが樹
立した大会新記録を、さらに0.45秒も更新する

復興を願う、故郷の絆

　6月27日（土）、東京都品川区で在京「亘理山元会」
の例会が開催され、都内や神奈川県、千葉県などか
ら会員約35人が参加しました。
　昭和35年に発足したこの会は、関東圏に在住す
る山元・亘理両町の出身者で構成され、現在は400
人を超える会員がいるそうです。
　参加者の皆さんは、年に一度のこの機会を大変楽
しみにしているそうで、例会では、近況を報告した
り、故郷の思い出話を語り合ったりするなど、お互
いの再会を喜びました。
　当日本町からは、齋藤町長と阿部町議会議長が出
席。参加者の皆さんは、故郷の復興状況などの説

復興への想いが込められた苗木を植樹

　6月28日（日）、牛橋公園で、被災地に苗木を贈る
「緑のバトン運動」交流植樹会が行われました。
　この運動（朝日新聞社・公益財団法人森林文化協
会・公益社団法人国土緑化推進機構主催）は、全国各
地の学校が復興への願いを込め育てた被災地産の苗
木を、被災地の公園などに植樹するという取組みで、
本町には、全国34の保育所や幼稚園、小・中学校等
で育てられたドウダンツツジ、ヤブツバキなど約
400本の苗木が届けられました。
　植樹会には、主催団体関係者のほか、苗木を育て
た全国の学校等を代表し東京都北区立滝野川小学校
の児童代表3人が出席。開会に当たり齋藤町長は、
「震災前の緑豊かな牛橋公園の復活に向けた植樹会
となったことを大変喜ばしく思う」と感謝の言葉を
述べました。

11秒42という大会新記録で、みごと “県内最速 ”
の栄冠を勝ち取りました。
　「まさか優勝できるとは
思っていなかったので、と
てもうれしかったです」と
照れながら控えめに話す遥
斗さんでしたが、今後の抱
負を伺うと「5年生からあ
る全国大会に出場できるよ
うに、これからも練習を頑
張りたい」と、静かな闘志を
早くも燃やしていました。

明に耳を傾けながら、震災から4年余りが経過し、
復興へ一歩ずつ着実に前進している故郷に思いを寄
せていました。
　なお、同会では新規会員を募集しており、「山元町・
亘理町に縁があり、関東圏にお住いのご親戚やご友
人に、ぜひお声
かけしてほし
い」とのことで
す。詳しくは下
記までお問い合
わせください。
問�企画財政課
　�企画班
　☎ 37-1118

　その後、さっそく植樹が行われ、牛橋公園で同日
開催の楽天球団による野球教室に参加する町内野球
スポーツ少年団の
児童約50人が代
表児童とともに、
苗木を慎重にポッ
トから取り出し、
園内花壇に植えて
いきました。
　この日参加した
滝野川小6年の赤
津知

ち

孤
こ

さんは「今
日の活動を通じ、被災地を忘れないでいようと思ま
した。苗木が大きくなったころ、山元町にまた来た
い」と心境を述べ、坂元ファルコンの阿部太洋さん
（坂元小6年・久保間区）は「この木の成長を見守り
ながら、野球をしっかり頑張りたい」と抱負を話し
ていました。

全国小学生陸上競技大会宮城県最終予選会

在京「亘理山元会」例会

「緑のバトン運動」交流植樹会

▲�県内最速の小学4年生
　佐藤遥斗さん

▲�お互いの再会を喜び合う会員の皆
さん

▲�復興への願いを込め、全国から
被災地へ緑のバトンタッチ

↗

↗

↗

↘

↘

↘
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保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113

検診名 検査項目 対象者 個人負担金

特定健診 診察・体重・身長、腹囲
測定、尿検査、血圧測定、
脂質検査、血糖検査、肝
機能検査、腎機能検査、
心電図、眼底、貧血検査

40 ～ 74歳の山元町
国民健康保険加入者 1,500円

基本健診

16 ～ 39歳で申込
みをされた方

無料※
被災者特別健診事業
として今年度に限り

診察・体重・身長、腹囲
測定、尿検査、血圧測定、
脂質検査、血糖検査、肝
機能検査

75歳以上で申込み
をされた方（後期高
齢医療被保険者証
をお持ちの方）

無料
※ただし、詳細健診を
希望した場合は実費負
担となります。

肝炎ウイルス
検診 血液検査（B 型・C 型） 40 ～ 74歳で一度も

受けたことのない方 1,200円

結核・肺がん
検診

胸部レントゲン検査 65歳以上の方 無料
胸部レントゲン検査 40 ～ 64歳の方 500円
喀
かく

痰
たん

検査 50歳以上の喫煙者 無料
胃がん検診 胃部レントゲン撮影（バリウム） 35歳以上の方 2,200円

受付時間　7時30分～10時30分／会場　中央公民館・保健センター
月　日 曜日 対　象　地　区

9月24日 木 山下・中浜
9月25日 金 鷲足・下郷・笠野
9月26日 土 真庭・新浜・花釜（世帯主の苗字あ～そで始まる世帯）
9月28日 月 山寺・花釜（世帯主の苗字た～わで始まる世帯）
9月29日 火 大平・中山・牛橋
9月30日 水 八手庭・小平・高瀬・療養所・久保間
10月1日 木 横山・合戦原・町・磯・町営新坂元駅周辺地区住宅
10月2日 金 浅生原・上平・町営新山下駅周辺地区住宅

※健診をお申込みの方には、9月上旬に受診票を郵送します。

◆後期高齢者健診の個別健診
　後期高齢医療被保険者証をお持ちの方は宮城病院で個別健診を受診することがで
きます。（9月24日から受付可。）
　10月7日から毎週水曜日に受診が可能ですので、直接、宮城病院にお申し込みく
ださい。（受診票のない方は保健福祉課へお申し込みください）
◆働き盛り世代の脳ドック検診（国民健康保険加入者）
　下記の方を対象に、脳ドック検診を行います。対象の方には通知をお届けします
ので、希望の方はお申し込みください。

対 

象 

者

昭和50年4月1日～昭和51年3月31日生まれ（40歳）
昭和40年4月1日～昭和41年3月31日生まれ（50歳）
昭和30年4月1日～昭和31年3月31日生まれ（60歳）
昭和25年4月1日～昭和26年3月31日生まれ（65歳）

問 保健福祉課 健康推進班

平成27年度 特定健診等および結核・肺がん検診・胃がん検診のお知らせ

宮城病院と連携した平成27年度健康づくり新規事業
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保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113

救急医療週間「亘理郡医師会公開講座」

■問 保健福祉課 健康推進班

第2部 講 話（亘理消防署救急隊）
「救急車が到着するまでに私たちがすべきことは」
　通報してから救急車が到着するまでに、私たち
ができることを知っていれば助かる命があるかも
しれません。

◆入場料　無料　　◆主催　亘理郡医師会

第1部 講 演
・演題　「筋肉に引退なし！」
　　　　―百歳まで歩くための筋肉づくり運動―
・講師　仙台大学　体育学部
　　　　准教授　笠原　岳人先生
　筋肉を鍛えるのに遅すぎるということはありま
せん !!
　衰えやすいのも筋肉ですが、日頃の生活習慣や
正しい運動をすることにより老化を防ぎやすかっ
たり、若返えらせることができるのも筋肉です。
　健康支援や介護予防の研究に携わり、各所で指
導等を行う笠原先生のお話をぜひこの機会にお聞
きになりませんか。

●日時　9月5日（土）14時～ 17時　　　●場所　中央公民館大ホール

　
6
月
27
日
㈯
、中
央
公
民
館・

保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、「
第

23
回
歯
と
口
と
健
康
の
つ
ど

い
」が
開
催
さ
れ
、
幼
児
や
そ

の
家
族
な
ど
約
6
0
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
歯
と
口
の

健
康
管
理
を
目
的
に
、名
取
市・

岩
沼
市
・
亘
理
町
・
山
元
町
の

4
市
町
が
2
年
毎
に
交
代
で
、

岩
沼
歯
科
医
師
会
と
共
催
し
て

い
る
も
の
で
、
平
成
27
・
28
年

度
は
本
町
が
会
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、8
0
2
0
達
成
者

14
人（
80
歳
以
上
で
20
本
以
上

の
自
分
の
歯
を
お
持
ち
の
方
）、

孫
と
一
緒
に
歯
っ
ぴ
ー
賞
22
組

（
町
内
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年

長
児
で
む
し
歯
の
な
い
幼
児
と

そ
の
祖
父
母
で
健
康
な
歯
を
お

持
ち
の
方
）、
ぴ
か
ぴ
か
賞
73

人（
町
内
幼
稚
園
・
保
育
所
の

年
長
児
で
む
し
歯
の
な
い
幼

児
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
い
わ
ぬ
ま
市
民
劇

団
ウ
ィ
ー
プ
が
人
気
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
を
模
し
た「
は
み
が
き
ク

エ
ス
ト
」と
題
す
る
寸
劇
を
披

露
し
、〝
歯
み
が
き
の
大
切
さ
〟

を
訴
え
た
ほ
か
、
歯
科
医
師
・

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
、
町
内
幼

稚
園
・
保
育
所
の
年
長
児
と
保

護
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
歯

み
が
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
歯
科
医
師

に
よ
る
歯
科
健
診
コ
ー
ナ
ー
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
フ
ッ
素
塗
布

コ
ー
ナ
ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

食
育
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
等
を

通
じ
て
、
歯
み
が
き
や
む
し
歯

予
防
の
大
事
さ
を
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。

歯
み
が
き
や
む
し
歯
予
防
の
大
事
さ
を
実
感

歯
と
口
と
健
康
の
つ
ど
い

たくさんの方々に来場いただきました

お孫さんとおじいちゃんが2人で仲良く
歯っぴー賞を受賞しました

歯科技工士さんが使う石膏を使った
マグネット作りを体験しました

歯科衛生士さんに教わりながら、
仕上げみがき中
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い
つ
で
も

　ど
こ
で
も

　だ
れ
で
も

い
つ
で
も

　ど
こ
で
も

　だ
れ
で
も

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー

坂
元
公
民
館 

38
―
０
４
１
５

深
山
山
麓
少
年
の
森 

37
―
３
１
５
０

歴
史
民
俗
資
料
館

　 

37
―
０
０
４
０

ふ
る
さ
と
伝
承
館

生
涯
学
習
課

中
央
公
民
館 

37
―
５
１
１
６

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

問い合わせ
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

37
―
２
９
１
９

いつでも　どこでも　だれでも　生涯学習コーナー

兵
庫
県
宍し

粟そ
う

市
と

山
元
町
が

サ
ッ
カ
ー
通
じ
て
交
流

　

7
月
24
日
㈮
・
25
日
㈯
、
兵

庫
県
宍
粟
市
の「
波
賀
少
年
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
」の
子
ど
も
た

ち
や
そ
の
保
護
者
ら
総
勢
22
人

が
本
町
を
訪
れ
、
町
内
の
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団「
や
ま

も
と
Ｊ
Ｆ
Ｃ
」と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
今
年
度
宍

粟
市
か
ら
本
町
に
派
遣
さ
れ
、

生
涯
学
習
課
で
業
務
に
あ
た
る

伊
藤
博
行
さ
ん
が
地
元
宍
粟
市

で「
波
賀
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
」を
指
導
し
て
い
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
波
賀
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た
ち
は
、
滞
在
中
、

会
長
）が
町
内
史
跡
の
一
つ
で

あ
る
中
島
舘
跡（
高
瀬
区
）の

草
刈
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
学
習
会
が
町
内

史
跡
の
周
辺
環
境
整
備
の
一
環

と
し
て
、
定
期
的
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
こ
の
日
、
10
人

の
会
員
は
早
朝
6
時
か
ら
お
よ

そ
2
時
間
か
け
て
、
き
れ
い
に

除
草
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
学
習
会
で
は
、
9

月
に
坂
元
城
主
だ
っ
た
大お

お

條え
だ

氏し

の
御
霊
廟
周
辺
の
草
刈
作
業
を

実
施
予
定
で
す
。

問
生
涯
学
習
課

試
合
を
通
じ
て
や
ま
も
と
Ｊ
Ｆ

Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め

た
ほ
か
、
旧
中
浜
小
学
校
校
舎

な
ど
の
被
災
地
見
学
を
行
い
、

自
ら
の
目
で
津
波
の
脅
威
を
体

感
し
ま
し
た
。

　

2
日
間
の
交
流
を
通
し
て
、

両
チ
ー
ム
の
指
導
者
ら
は「
こ

の
縁
を
大
事
に
、
今
後
も
末
永

く
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課

中
島
舘
跡
周
辺

�

環
境
整
備
を
実
施

　

6
月
10
日
㈬
、
山
元
町
ふ
る

さ
と
歴
史
学
習
会（
増
澤
淳
郎

ピ
ン
ポ
ン
ス
マ
イ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
・

卓
球
イ
ベ
ン
ト

�

開
催
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。

日
時
　
9
月
12
日
㈯

　　
　
8
時
30
分
～
15
時

場
所
　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
1
人
3
0
0
円

※�

参
加
費
は
当
日
に
徴
収
し
ま

す
。

持
ち
物
　
卓
球
ラ
ケ
ッ
ト
・
運

動
靴

※�

子
ど
も
た
ち
限
定
、
か
き
氷

の
無
料
配
布
あ
り
。

問
山
元
町
卓
球
協
会
事
務
局

　
馬
上

☎
0
8
0
―
3
1
9
9
―
2
2
0
0

成人式実行委員募集！
成人式を自分たちの手で
� 作り上げてみませんか？
　町では、平成28年1月10日（日）
開催予定の「平成27年度成人式」
を自ら企画、運営する実行委員を
募集しています。
　自分たちの成人式を自分たちで
作り上げ、思い出に残る成人式に
してみませんか。
対象者　平成7年4月2日から
　　　　�平成8年4月1日までに

生まれた方
問・■�生涯学習課

みんな一緒に、ハイっチーズ！

環境整備に汗を流すメンバーの皆さん

交流試合では、
お互いに真剣プレー！
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税
金
情
報

　
今
月
は
町
県
民
税（
第
2
期
）

と
国
民
健
康
保
険
税（
第
2
期
）

の
納
期
限
で
す
。
忘
れ
ず
に
8

月
31
日
㈪
ま
で
に
納
付
を
し
ま

し
ょ
う
！

　

納
税
は
、
便
利
・
安
全
・
確

実
な
口
座
振
替
で
！

問
税
務
納
税
課 

納
税
班

☎
37
―
1
1
1
4

認
知
症
高
齢
者

�

家
族
交
流
会

　

ご
家
族
が「
認
知
症
」と
診

断
さ
れ
戸
惑
っ
て
い
る
方
、
介

護
で
悩
ん
で
い
る
方
、
介
護
を

経
験
さ
れ
た
方
、
お
互
い
の
悩

み
や
経
験
を
話
し
合
う
こ
と
で

気
持
ち
の
負
担
を
軽
く
し
て
、

ゆ
と
り
あ
る
介
護
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
。

　

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　

8
月
26
日
㈬

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

場
所
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

内
容
　
座
談
会（
日
ご
ろ
の
介

護
経
験
に
つ
い
て
情
報
交

換
）

参
加
料
　
無
料

※ 

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
8
月

25
日
㈫
ま
で
に
左
記
へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

障
害
者
の
日
帰
り
研
修

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
山
元
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
で
は
、
障
害
を
お
持
ち
の
方

の
外
出
を
促
す
と
と
も
に
、
障

害
者
同
士
の
親
睦
融
和
や
障
害

者
の
家
族
お
よ
び
地
域
住
民
と

の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
日
帰
り
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

当
日
は
、
加
美
町「
や
く
ら

い
ガ
ー
デ
ン
」に
て
、
庭
園
内

の
散
策
や
参
加
者
同
士
が
集
ま

っ
て
の
昼
食
会
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

9
月
28
日
㈪

　　
　

 

9
時
～
16
時
30
分（
予

定
）

場
所
　
加
美
町「
や
く
ら
い

ガ
ー
デ
ン
」

参
加
資
格
　
町
内
に
お
住
ま
い

の
障
害
者
の
方
お
よ
び
そ
の

家
族
等

参
加
費

○ 

山
元
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
員　
無
料

○ 

山
元
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
員
で
な
い
障
害
者
の
方　

1
0
0
0
円

○ 

そ
れ
以
外
の
参
加
者（
家
族

等
）　
1
7
0
0
円

定
員
　
30
人

申
込
み
　
山
元
町
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
員
の
方
は
地
区
の

担
当
役
員
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
会
員
以
外
の
方
は
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　

9
月
10
日
㈭
17
時

問 

山
元
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会（
事
務
局 

山
元
町
社
会

福
祉
協
議
会 

山
内
）

☎
35
―
6
0
6
8

FAX 

37
―
2
7
8
5

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環

境
に
長
く
い
る
こ
と
で
、
体
内

の
水
分
・
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
体
温
調
節
が
機
能
せ

ず
、
体
内
に
熱
が
こ
も
る
状
態

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
通
気
性
の
よ
い
服
装
で
暑
さ

を
極
力
避
け
て
、
こ
ま
め
な
水

分
・
塩
分
補
給
に
心
が
け
、
予

防
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

問 町民生活課 生活班　☎37-1112

○放射性セシウム簡易測定結果 （単位 : ベクレル / キログラム）

食品名 産地 測定値 測定日
ウメ 高瀬 4.88 6月12日
ウメ 小平 検出せず 6月18日
ウメ 山寺 検出せず 6月24日
ウメ 久保間 検出せず 6月30日

アンズ 浅生原 検出せず 6月22日
大豆 久保間 検出せず 7月6日
大豆 久保間 検出せず 7月6日

※ 測定値とは、セシウム134とセシウム137の合計値で、検
出下限値未満の場合は「検出せず」と表示されます。（検出
下限値は食品の種類や量によって変動します）

※検出下限値とは、当該測定で検出できる最少の値です。
※ 測定器については、ＥＭＦ211型ガンマ線スペクトロメー

タ（ＥＭＦジャパン株式会社製）を使用しています。

○放射性セシウムの基準値 （単位 : ベクレル / キログラム）

食品群 飲料水 牛　乳 乳児用
食　品

一　般
食　品

基準値 10 50 50 100
※ 基準値とは、セシウム134とセシウム137の合計値です。

食品等放射能測定結果
　自家用として栽培、採取、飼育、捕獲した農畜水産
物などの簡易測定結果です。

町からの情報は3～10ページにも記載して
いますので、あわせてご覧ください。

8せ
ら
し
お

やまもとP21-25くらし-責[21-25].indd   21 2015/07/29   16:31:27



2015 No.429
広報やまもと8月号 22

全
国
の
農
業
の
今
を
伝

え
る「
全
国
農
業
新
聞
」

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者

の
公
的
代
表
機
関
で
あ
る
農
業

委
員
会
系
統
組
織
が
、
農
業
者

の
立
場
で
編
集
・
発
行
し
て
い

る「
農
家
の
た
め
の
情
報
紙
」

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
に
必

要
な
情
報
を
、
わ
か
り
や
す
く

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
総
合
専
門
紙

と
し
て
、
現
場
の
ア
イ
デ
ア
か

ら
生
ま
れ
た
技
術
や
商
品
、
先

進
的
な
経
営
者
の
経
営
理
念
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・ 

地
方
版
で
は
身
近
な
話
題
も

お
伝
え
し
て
お
り
、
新
設
さ

れ
た
地
域
面
で
は
、
地
域
別

の
問
題
や
鳥
獣
害
対
策
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・ 

毎
週
金
曜
日
発
行

・ 

購
読
料　
月
額
7
0
0
円

・ 

発
行
所　
全
国
農
業
会
議
所

　

ぜ
ひ
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
、

豊
か
な
農
村
の
実
現
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

購
読
の
お
申
し
込
み
は
、
左

記
ま
で
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
37
―
5
1
1
7

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒

�

注
意
報
発
令
中
！

　

海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
、
魚

介
類
に
よ
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食

中
毒
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
家
庭
で
魚
介
類
を
取

り
扱
う
場
合
に
は
、
次
の
点
に

留
意
し
、
食
中
毒
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

・ 

魚
介
類
は
、
冷
蔵
ま
た
は
冷

凍
保
存
す
る
。

・ 
魚
介
類
を
冷
蔵
庫
で
保
存
す

る
と
き
は
、
ラ
ッ
プ
を
か
け

る
か
、
ふ
た
の
あ
る
容
器
を

使
用
す
る
。

・ 

魚
介
類
を
調
理
す
る
場
合
、

流
水
で
表
面
を
よ
く
洗
浄

し
、
内
臓
を
取
っ
た
後
も
十

分
に
洗
浄
す
る
。

・ 

魚
介
類
を
調
理
し
た
ら
、
ま

な
板
な
ど
の
調
理
器
具
は
洗

剤
で
十
分
に
洗
浄
し
、
熱
湯

な
ど
で
消
毒
す
る
。

・ 

加
熱
調
理
す
る
食
品
は
十
分

に
熱
を
通
し
、
調
理
後
は
早

く
食
べ
る
。

・ 

冷
凍
さ
れ
た
魚
介
類
は
、
流

水
ま
た
は
冷
蔵
庫
で
解
凍
す

る
か
、
電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ

て
解
凍
す
る
。

問
塩
釜
保
健
所
岩
沼
支
所

　
食
品
薬
事
班

☎
22
―
2
1
8
8

運
転
免
許
証
日
曜
窓
口

日
時
　

8
月
16
日
㈰

　
　
　
9
月
6
日
㈰

受
付
　

8
時
30
分
～
9
時
30
分

　
　
　
13
時
～
14
時

問 

仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
免

許
係

☎
0
2
2
4
―
53
―
0
1
1
1

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話

帳
を
発
行
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
8
月

中
に
順
次
、
新
し
い
宮
城
県
版

の
電
話
帳
を
各
家
庭
や
事
業
所

に
お
届
け
し
ま
す
。
現
在
使
用

の
も
の
は
、
お
届
け
の
際
に
回

収
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
不
在
等
で
配
達
員
に

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
後
日
改
め
て
回
収

に
伺
い
ま
す
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

0
1
2
0
―
50
―
6
3
0
9

（
平
日
9
時
～
17
時
）

動
物
慰
霊
祭
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
1
年
間
に
亡
く
な
っ
た

動
物
と
、
東
日
本
大
震
災
で
亡

く
な
っ
た
す
べ
て
の
動
物
の
慰

霊
を
行
う
目
的
で
、
宮
城
県
獣

医
師
会
中
央
支
部
主
催
に
よ
る

慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
　

9
月
19
日
㈯
14
時
～

会
場
　
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
あ

さ
の

※
名
取
市
増
田
字
柳
田
3
7
5

参
加
費
　
無
料

問 

宮
城
県
獣
医
師
会
狂
犬
病
予

防
部
会
岩
沼
地
区
事
務
局

（
渡
辺
動
物
病
院
内
）

☎
0
2
2
―
3
8
4
―
4
3
7
9

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

（
建
退
共
制
度
）は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

掛
金
　
日
額
3
1
0
円

■
特
長

・ 

国
の
制
度
な
の
で
、
安
全
・

確
実
、
申
し
込
み
手
続
き
は

簡
単
で
す
。

・ 
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・ 

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

・ 

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

・ 

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

問 

建
退
共
宮
城
県
支
部

☎
0
2
2
―
2
6
3
―
2
9
7
3

生
活
保
護
の
相
談
窓
口

日
時
　

8
月
19
日
㈬

　
　
　
10
時
～
15
時

場
所
　
役
場
第
1
仮
庁
舎
1
階

　
　
　
第
3
相
談
室

※ 

当
日
は
、
宮
城
県
仙
台
保
健

福
祉
事
務
所
の
担
当
者
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※ 

前
日
ま
で
に
左
記
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課 

福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3

談
相
種
各

やまもとP21-25くらし-責[21-25].indd   22 2015/07/29   16:31:28

2015 No.429
広報やまもと8月号23

生
活
困
窮
者
の

�

自
立
に
向
け
た
相
談
会

日
時
　

8
月
12
日
㈬

　
　
　
10
時
～
15
時

場
所
　
役
場
第
1
仮
庁
舎
1
階

　
　
　
第
3
相
談
室

※ 

当
日
は
、
宮
城
県
仙
南
自
立

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課 

福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3

障
害
者
相
談
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

　
山
元
町
障
害
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
作
業

所
」で
は
、
障
害
者
の
方
や
そ

の
家
族
の
方
を
対
象
に
、
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
年
金
や
生
活
の
こ
と
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
時
　 

8
月
17
日
㈪

　　
　
9
月
7
日
㈪

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
　
山
元
町
障
害
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
作
業
所
」相
談
室（
工
房

地
球
村
内
）

問 

山
元
町
障
害
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
作

業
所
」

☎
37
―
5
4
5
7

宮
城
県
産
業
復
興
相
談

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
事
業

者
向
け
経
営
相
談

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を

目
指
す
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
資

金
繰
り
や
事
業
計
画
策
定
な
ど

の
経
営
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

予
約
制
に
よ
り
、
相
談
を
希

望
す
る
事
業
者
の
方
を
訪
問
す

る
個
別
相
談
方
式
と
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
事
業
者
の

方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
際

に
調
整
し
ま
す
。

問 

宮
城
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
0
2
2
―
7
2
2
―
3
8
5
8

（
代
表
）

原
子
力
損
害
賠
償
に
関

す
る
説
明
会

日
時
　

8
月
30
日
㈰

○
第
1
部
　
説
明
会

・
時
間　
10
時
～
12
時

・ 

対
象
者　

避
難
指
示
区
域

（
帰
還
困
難
区
域
・
居
住
制

限
区
域
・
避
難
指
示
解
除
準

備
区
域
）か
ら
避
難
し
て
い

る
方

・ 

内
容　
今
後
の
生
活
再
建
に

大
き
く
関
わ
る「
居
住
確
保

に
係
る
費
用
」の
賠
償
内
容

○
第
2
部
　
個
別
相
談

・ 

時
間　
10
時
30
分
～
16
時
45

分
・ 

対
象
者　
原
子
力
発
電
所
事

故
で
損
害
を
受
け
た
方
々

・ 

内
容　
弁
護
士
が
原
子
力
損

害
賠
償
全
般
の
ご
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

※ 

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
1
組
あ
た
り
の
相

談
時
間
は
45
分
と
な
り
ま

す
。

場
所
　
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台

申
込
み
　
定
員
制
の
た
め
、
第

1
部
・
第
2
部
と
も
、
左
記

で
事
前
予
約
願
い
ま
す
。

※ 

第
1
部
・
第
2
部
と
も
に
無

料
。

問 

原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等

支
援
機
構

☎
0
1
2
0
―
3
3
0
―
5
4
0

※ 

受
付
時
間
9
時
～
17
時（
土・

日
・
祝
日
も
可
）

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」参
加
者
募
集

　

人
は
、
誰
か
に
話
を
聴
い
て

も
ら
う
こ
と
で
心
が
軽
く
な
っ

た
り
、
悩
み
が
軽
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
で
は
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾

け
、受
容
的
に
聴
く「
傾
聴
」の

技
法
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
話
を
聴
く
技
術
を
身
に

付
け
、
地
域
で
活
躍
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　

9
月
30
日
㈬

　
　
　
10
月
9
日
㈮
、16
日
㈮

　
　
　

 

10
時
～
15
時（
途
中
1

時
間
の
休
憩
有
）

場
所
　
中
央
公
民
館
2
階

　
　
　
会
議
室

対
象
者
　
町
民
の
方
で
講
座
修

了
後
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
躍
す
る
意
欲
の
あ

る
方

講
師
　
仙
台
傾
聴
の
会
代
表

　
森
山　
英
子
氏

受
講
料
　
無
料

定
員
　
20
人

申
込
み
　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 
申
込
用
紙
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

※ 

電
話
・
F
A
X
で
の
申
込
み

も
可
能
で
す
。

締
切
り
　

9
月
15
日
㈫

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、締
切
り

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎

 

FAX 

37
―
3
9
0
1

第
64
回
宮
城
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
宮
城
県
で
は
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

テ
ー
マ
　
自
由

※ 

小
学
校
4
年
生
以
下
は
、
児

童
が
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ

フ
化
し
た
も
の
。

部
門
　
小
学
校
1
・
2
年
生
の

部
、
小
学
校
3
・
4
年
生
の

部
、
小
学
校
5
・
6
年
生
の

部
、
中
学
生
の
部
、
高
等
学

校
以
上
の
生
徒
、
学
生
お
よ

び
一
般
の
部
、
パ
ソ
コ
ン
統

計
グ
ラ
フ
の
部

規
格
　
72
・
8
㌢
×
51
・
5
㌢

（
Ｂ
2
版
）

締
切
り
　

8
月
31
日
㈪
必
着

問 

宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部

統
計
課 

企
画
普
及
班

☎
0
2
2
―
2
1
1
―
2
4
5
1

集
募
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宮
城
病
院
職
員
募
集

募
集
職
種
　
看
護
師
、
看
護
助

手
、
歯
科
衛
生
士
、
作
業
療

法
士
、保
育
士（
保
育
助
手
）

各
種
保
険
　
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
、
雇
用
、
労
災
保
険
加

入
と
な
り
ま
す
。

福
利
厚
生
　
院
内
保
育
所（
敷

地
内
併
設
）が
あ
り
ま
す
。

※ 

申
込
締
切
日
や
試
験
日
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
宮
城
病
院

☎
37
―
1
1
3
1

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮

城
公
共
職
業
訓
練
受
講

生
募
集

　
早
期
再
就
職
に
向
け
た
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
多
賀
城
実
習
場

　

電
気
・
情
報
通
信
工
事
科

（
15
人
）、
ス
マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

技
術
科（
20
人
）、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
科（
15
人
）、
住
宅
建
築

工
事
科（
15
人
）、
ビ
ル
設
備

サ
ー
ビ
ス
科（
18
人
）、
建
築
Ｃ

Ａ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
科（
36
人
）

訓
練
期
間
　

6
カ
月

※ 

10
月
1
日
㈭
～
平
成
28
年
3

月
30
日
㈬

受
講
料
　
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負

担
募
集
期
間
　

7
月
22
日
㈬
～
8

月
21
日
㈮

申
込
み
　
居
住
地
を
管
轄
す
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業

安
定
所
）を
通
じ
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城 

訓
練
課 

多
賀
城
実
習
場

☎
0
2
2
―
3
6
2
―
2
4
5
4

や
ま
も
と
・
わ
た
り
田
園
空
間
博
物
館

農
家
の
年
中
行
事
案
内

「
中
秋
の
名
月
」

　
月
は
農
家
に
と
っ
て
大
切
な

存
在
で
、
昔
は
陰
暦（
月
の
満

ち
欠
け
を
基
準
に
し
た
暦
）を

目
安
に
米
や
野
菜
の
栽
培
を
行

い
ま
し
た
。
中
秋
の
名
月
を
愛

で
た
農
家
の
文
化
を
、
皆
さ
ん

で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　

9
月
26
日
㈯

　　
　
16
時
～
18
時

場
所
　
浅
生
原
公
会
堂

参
加
料
　
大
人
5
0
0
円

　　
　
　
子
供
3
0
0
円

定
員
　
先
着
20
人
程
度

締
切
り
　

9
月
15
日
㈫

そ
の
他
　
お
は
ぎ
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
エ
プ
ロ
ン
な
ど
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
た
ハ
ガ
キ
、

ま
た
は
電
話
に
て
左
記
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
9
8
9
―
2
1
1
1

　
山
元
町
坂
元
字
向
山
35
―
3
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）
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用
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の
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日
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9
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ぎ
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合
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）
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畜
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物
お
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び
地
場
産
品
の

即
売
等
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産
相
談
コ
ー
ナ
ー

※ 

販
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品
は
午
前
中
に
売
り
切

れ
と
な
る
場
合
が
あ
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ま

す
。
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―
8
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区分 採用予定人数 申込受付期間 第1次試験 第2次試験 最終合格発表
警察官 B
（男性） 50人程度 7月31日（金）

～
8月28日（金）

9月20日（日）
10月中旬
～

10月下旬
11月下旬警察官 B

（女性） 10人程度

警察事務
（短大卒） 15人程度 8月14日（金）

～
9月  4日（金）

9月27日（日）

10月下旬
～

11月上旬 11月下旬
警察事務
（高卒程度） 5人程度 10月下旬

※ 受験申込書と試験内容等を詳しく記載した試験案内は、宮城県警察本部、県内各警察署、交番、駐在所
等で配布しています。

問 宮城県警察本部 警務課採用係　 0120-204-606
http://www.police.pref.miyagi.jp/hp/keimu/police/

ト
ン
ベ
イ

平成27年度
宮城県警察官・警察職員採用のお知らせ
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税金情報

ハローワーク仙台による巡回相談
　ハローワーク仙台では、山元・亘理両町で次
のとおり巡回相談を実施しています。ご相談は
予約制です。下記連絡先に、前日までに電話予
約の上お越しください。
　なお、どちらの会場もご利用できます。

■8・9月の巡回相談スケジュール

実 施 場 所 日　　程 相談開始 ~
終了時刻

山元町中央
公民館 視聴覚室

8月  7日（金）
8月21日（金）
9月  4日（金）

10：30
～

15：00

亘理町
中央公民館

会議室
8月  5日（水）
8月19日（水）
8月26日（水）

10：30
～

15：00
創作室 9月  2日（水）

※ 山元町中央公民館での巡回相談は原則、隔週
開催となります。

※ 当日会場が急きょ変更になる場合があります
ので、ご了承ください。

■巡回相談の内容
○ 初めてハローワークを利用する方について

は、ハローワークに登録（求職登録）すること
ができます。

○ お仕事探しに関するさまざまなご相談をする
ことができます。

○ ハローワーク仙台が毎日発行している「求人
ホットニュース」をはじめとした、新着の求
人情報をお持ちします。

○ 応募したい求人が見つかった場合は、その場
で求人先に連絡し紹介します。

〇雇用保険業務は行っていません。

■問 ハローワーク仙台 職業紹介第二部門
　 亘理・山元巡回担当　 ☎022-299-8819
　 ※平日8：30 ～ 17：15

老齢基礎年金の額を増やしたい方には
� 「付加年金」という制度があります
　農業、自営業者等の国民年金の第1号被保険者
の方は、定額保険料に付加保険料を上乗せして納
めることで、65歳から受給する老齢基礎年金の
額を増やすことができます。

定額保険料　平成27年度月額　15,590円
⑴付加年金を納めることができる方
　・国民年金第1号被保険者
　・任意加入被保険者（65歳以上の方を除く）
⑵付加保険料の額　月額400円

◆付加保険料も2年間納付できるようになります
　これまでは、付加保険料は納期限（翌月末）まで
に納めなければ、自動的に納めることができなく
なる取扱いでした。
　平成26年4月からは、国民年金保険料と同様に、
付加保険料も納期限から2年間納めることができ
るようになりました。

【ご注意ください】
・ 付加保険料は申し込みをした月からの加入と

なります。さかのぼって加入することはでき
ません。

・ 国民年金保険料を納めていない月は付加保険
料を納めることができません。

・ 国民年金基金に加入している方は付加保険料
を納めることができません。

■問 仙台南年金事務所　☎022-246-5114
町民生活課　　　　☎37-1112 　

防災行政無線聞き直しダイヤル
～定時放送を除く

直近の放送内容を確認できます～

☎37-8650
☎37-8651

※通話料はかけた方のご負担となります。
問 危機管理室　☎29-8002
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相談日 健診等

や
ま
も
と
健
康
だ
よ
り

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

◆健 康 相 談 9月7日（月）　13時30分～16時
生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関す
ることに、保健師・栄養士が相談に応じます。
◆育 児 相 談 9月7日（月）　10時～11時30分

子育ての不安や悩み、離乳食等、気になること
について、保健師・栄養士が相談に応じます。

◆青少年相談 8月27日（木）
青少年の非行防止のため、問題を抱える青
少年や親との相談

◆登 記 相 談 9月8日（火）
土地や建物の名義書き換えなど、登記に関
する相談

◆消費生活相談 9月9日（水）
商品の安全、品質または訪問販売・債務など
に関する相談

◆行政苦情相談 9月11日（金）
国や県、町などが行っている仕事について
の要望や苦情相談

◆生 活 相 談 8月19日（水）
生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩
みごと相談

◆人 権 相 談 8月20日（木）
人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじ
めなどの相談

◆年 金 相 談 9月10日（木）
国民年金、厚生年金など、年金に関する相談
や労災・失業保険に関する相談

◆法 律 相 談 8月25日（火）
法律に関する相談

場所 保健センター　　■問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

場所 役場第1仮庁舎 第1相談室（1階）　 時間 13時～ 15時 ■問 町民生活課 生活班　☎37-1112

◆精神保健相談 9月4日（金）　10時～11時30分
心の悩みに伴う無気力や不眠など心身の不
調、認知症、アルコール関連相談など、精神
科医によるこころの相談を行っています。
詳しくは電話でお問い合わせください。

8月15日から9月14日まで

6月末現在（前月比）

世帯 4,565戸【� 7戸】

男 6,283（17）人【� 1人】

女 6,412（29）人【△� 9人】

合計 12,695（46）人【△� 8人】
出生 7人 転入 38人
死亡 17人 転出 36人
婚姻 3件 △：減少

※ 上記（　）内は、うち外国人住
民の値。

実施場所：保健センター� 問�保健福祉課�健康推進班　☎37-1113
事業名 月　日 対象者等 受付時間

母
　
子
　
関
　
係

6 ～ 8カ月児
すくすく育児教室 8月21日（金）平成26年12月～� 平成27年2月生まれ

12：30～
� 13：00

母子手帳交付 9月7日（月） 山元町に住所のある妊婦
9：30～
� 10：00

1歳6～ 8カ月健診 9月17日（木）平成26年1月～� 3月生まれ
12：30～
� 13：00

3歳児健診 9月2日（水） 平成24年1月～� 2月生まれ
12：30～
� 13：00

【お詫びと訂正】本紙2015年7月号32ページ「やまもと健康だより」に次の誤りがあ
りました。お詫びしますとともに、訂正いたします。

　【誤】6 ～ 8歳児健診　　　【正】6 ～ 8カ月児すくすく育児教室

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23�� 3024  31 25 26 27 28 29
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診療時間 9時～ 17時

りんごラジオからのお知らせ

※ 休日における当番医は、急患患者の医療業
務のみを目的として実施していますのでご
協力をお願いします。なお、休日当番医は変
更になることもありますので、新聞などで
確認のうえ受診してください。

 

8/9
（日）

◆高橋内科乳腺クリニック
　☎33-1121（亘理町）
◆島田歯科医院
　☎022-383-0763（名取市）

 

8/13
（木）

◆櫻場デンタルクリニック
　☎022-383-8816（名取市）
◆あいタウン歯科クリニック
　☎23-6480（岩沼市）

 

8/14
（金）

◆めでしま歯科医院
　☎022-384-1840（名取市）

 

8/15
（土）

◆おおぬき歯科
　☎022-383-9310（名取市）
◆済生堂歯科クリニック
　☎32-0405（亘理町）

 

8/16
（日）

◆浜吉田駅前内科
　☎33-7377（亘理町）
◆おぎはら歯科医院
　☎22-0712（名取市）

 

8/23
（日）

◆平田外科医院
　☎37-4055（山元町）
◆黒田歯科クリニック
　☎022-383-3888（名取市）
◆南舘歯科医院
　☎24-4880（岩沼市）

 

8/30
（日）

◆松村クリニック
　☎38-0005（山元町）
◆遠藤歯科医院
　☎24-2598（岩沼市）

 

9/6
（日）

◆三浦クリニック
　☎33-1811（亘理町）
◆歯科クリニック守
　☎022-382-8677（名取市）
◆清水歯科医院
　☎22-2331（岩沼市）

 

注） 疾患や年齢等によっては対応できない場
合もありますのでご了承願います。

 

8/8
（土）

◆㈱ヤマムラ
　☎38-0150

 

8/9
（日）
8/15
（土）

◆㈲阿部ホームサービス
　☎37-3469

 

8/16
（日）
8/22
（土）

◆㈲伊藤設備工業所
　☎37-2108

 

8/23
（日）
8/29
（土）

◆木村工事㈱
　☎37-2853

 

8/30
（日）
9/5
（土）

◆㈱クリワダ
　☎37-0013

 

9/6
（日）

◆㈲佐藤設備
　☎37-4165

 

■問 上下水道事業所 施設班
　 ☎37-1120

「見守り」と「気づき」で消費者被害を防ぎましょう !!
　日ごろから、認知症等を患った高齢者の周りに気を配り、消費
者被害を防ぎましょう。
　次のようなことがあった時は、お近くの消費生活センター等に
ご相談ください。
・不審な契約書、請求書や宅配業者の不在通知などがある。
・不審な健康食品などが大量にある。
・新品のふとんなど、同じような商品が大量にある。
・屋根や外壁、電話機周辺などに不審な工事の形跡が見られる。
・不審な業者が出入りしている形跡がある。
・不審な電話のやり取りや、電話口で困っている様子が見えた。
　生活費が不足する、不審な預金の引出しがある等、お金に困っ
ている様子が見えたら、消費者被害に遭っている可能性もありま
すので、それとなく確認してください。
　消費生活センターは家族や周囲の方も相談することができます。
問 役場消費生活相談窓口（町民生活課 生活班内）　☎37-1112

　りんごラジオ (FM80.7MHz) で
は、通常のラジオ放送のほかイン
ターネットを利用し、さまざまな
形で情報を提供しています。
○パソコンで聴く
　「サイマルラジオ」と「リッスン
ラジオ」でインターネットを介して
放送を配信しており、世界中どこ
からでも聴くことができます。電
波の届かない町外在住の方は、ぜ
ひご活用ください。
サイマルラジオ リッスンラジオ 検索
○�スマートフォン・タブレットで聴く
　「リッスンラジオ」の無料アプリ
をダウンロードすることで、放送
を聴くことができます。
○放送プログラム
　町ホームページのトップページ
に掲載されている「りんごラジオ」
のバナーをクリックしてください。

放 送
時 間

◦月～金：� 9 時～ 18時
◦土・日：�10 時～ 17時
◦祝　日：音楽放送

※�平日、9時・12時・17時に町の情
報をお知らせしています。

■問りんごラジオ　☎29-4772

連載 第96回 消費生活・これだけは知っておこう！
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見やすいユニ
バーサルデザ
インフォント
を採用してい
ます。

	ホームページ	 http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/
	携帯サイト	 http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/mobile/
	メールアドレス	 info@town.miyagi-yamamoto.lg.jp

　みんなの希望と笑顔を乗せた新しい「まち」に名前を付けていただけませんか。
　新しい山元町の玄関口、（仮称）新山下駅周辺に山元町の中心となる新しい「まち」が誕生します。
　駅から徒歩15分圏内に550戸の住宅と子育て拠点施設や小学校などの公共施設と商業施設を一
体的に整備し、安心・安全で利便性の高い生活環境を提供します。
※採用したまちの名称は、行政区名や住所の字名、公共施設の名称の一部などに活用します。

■応募方法 官製ハガキに必要事項をご記入のうえ、ご郵送いただくか、町民生活課、坂元支所、中央
公民館備付けの回収ボックスに投函ください。
なお、町ホームページからも応募可能です。

■記入事項 まちの名称（読み方）・名称の意味や理由・住所・氏名・年齢・性別・電話番号・を 
ご記入ください。

■ 応 募 先
　（郵送先）

〒989-2201 山元町山寺字山下32
宮城大学 山元復興ステーション あて
☎0223-23-1753

■締 切 り 8月14日（金）必着
■そ の 他 ○ 応募作品は、山元町まちの名称選定委員会で 

厳正な審査を行います。
○ 発表は、9月中旬を目途に入賞者に直接連絡するほか、 

広報やまもと、町ホームページにも掲載します。

問  宮城大学山元復興ステーション（山元町役場業務受託事業者）　☎23-1753 
 役場総務課／震災復興企画課　☎37-1111（内線211 ／内線705）

最優秀賞　1万円相当の賞品または地場産品 　　  1 名 様
優 秀 賞　5千円相当の賞品または地場産品 　     若 干 名賞　品

どしどしご応募ください !
皆さんからのご応募、 

心よりお待ちしてま～す !

新山下駅周辺市街地「まち」の名称募集
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